家庭礼拝　2011年11月23日　マルコ福音書　1章29節～45節　癒しの奇跡
　賛美歌７　褒め称えよ、力強き主を　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌51１　光と闇とが
起
マルコによる福音書1章の後半は、イエス様による癒しの奇跡が続きます。特にイエス様がカファルナウムの会堂でお話なさった後の、安息日における癒しは、目覚しいものがありました。ここでは、大きく分けて三度の癒しが行われています。ひとつ目は会堂に現れた汚れた霊に取り付かれた者への癒し、二つ目はシモンのしゅうとめへの癒し、三つ目はその評判を聞いて集まった大勢の人たちへの癒しでした。
　イエス様とその弟子たちの働きは大きくは二つなのです。一つは神の国を述べ伝えること、もうひとつは癒しを行うことです。その癒しには悪霊を追い出すことも含まれます。イエス様はこの二つを中心に宣教行っていたし、弟子たちを派遣するときにもその権能を与えて派遣したのです。

この二つは、当時、多くの人々が、一番求めていたことでした。今でもそうかもしれません。神の国を述べ伝えることは、魂の救いを目指しています。癒しの業は、体の救いを目指しています。魂と体が救われることを昔から、誰でもが本当に求めていたことではないでしょうか。イエス様は人間は魂だけなのだとか、体だけなのだとか言うことはいわなかったのです。体と魂と丸ごとの救いの業を行っていたのです。
このような奇跡物語があるので、キリスト教は信じられない、信仰は受け入れられないという人もいます。イエス様が本当にそのような癒しの奇跡を行ったかどうかは、私たちも直接にはわかりません。そのような奇跡は普通の世界では起こらないからです。ですが、信仰の世界においては起こるのかもしれないと信じるのが信仰者の立場ではないかと思います。枯れたイチジクの木の教訓を語っている、マルコ11章の22節では、イエス様がこういっています。

そこでイエスは言われた。神を信じなさい。はっきり言っておく、誰でもこの山に向かい、立ち上って海に飛び込めといい、少しも疑わず、自分のいうとおりになると信じるならば、そのとおりになる。だからいっておく、祈りもとめるものはすべてすでに得られたと信じなさい。そうすればそのとおりになる。
この奇跡を、少しも疑わずに信じることができるかどうかが、信仰なのでしょう。この奇跡を信じられないなら、その奇跡を語ったイエス様の言葉すらも信じられないことになってしまいます。神をも信じられないことになってしまいます。中間はないのです。信じるのか、信じないのかです。
ですが、われわれの信仰者の中ではよくあることですが、信じていないのに信じている振りをするのは、もっと愚かな事になります。この信じることは、正直をベースに行わないととんでもない方向に向かってしまう危険があるのです。信じられないものは信じられないでもいいのだと思います。それでも、その偽りのない信仰によって、救われるものとなるのだと思います。
承
今日の聖書の箇所の場面は、安息日の日に当たります。先週の場面では、イエス様は安息日に会堂で教えられていました。そして穢れた霊に取り付かれた男が叫んだので、イエス様は、黙れ、この人から出て行け、とお叱りになって、汚れた霊を追い出しました。ここでイエス様は、安息日の日の最初の癒しを行ったのです。安息日には、医療行為を行ってはいけないのですが、まだ誰もそれを非難するどころか、その権威ある業に、みな驚いて大きな評判になったのです。
そして今日の29節に入ります。このときイエス様には弟子がまだ4人しかいませんでした。イエス様たちが会堂を出て、シモンとアンデレの家に行きました。ヤコブとヨハネも一緒でした。シモンとアンデレの家に行ったのですが、シモンのしゅうとめは熱を出して寝ていました。彼らは、イエス様に彼女が熱を出して寝ていることを話しました。直してもらおうとしたのか、世話をする人がいないことを説明しようとしたのかは、わかりません。ですがイエス様はすぐに、その姑のところに行って、手をとり、起こされました。すると、彼女の熱は去り、彼女は一同をもてなしました。
ここにひとつの教えが表されています。癒された人はすぐに、奉仕するものとなったのです。本当に癒された人は、本当に奉仕する人になり、本当に救われた人は、本当に礼拝するものとなるということです。私たちは、この癒しと救いの体験によって、本当に新しい人に変えられて行くのではないでしょうか。この癒しと救いは、もう人の力ではどうしようもない、その絶望的な深みから救い上げられたとき、その体験をしたときに、本当に変えられて、奉仕するもの礼拝するものへと変容していくものではないかと思います。
シモンの姑の癒しは、この安息日の2回目の癒しです。安息日であっても誰も非難はしませんでした。この安息日の癒しを非難するようになるのは、パリサイ人と祭司長たちが、イエスをねたみ、殺そうと思い始めたころからなのです。むしろ町中の人々が、その評判を聞いて戸口に集まってきたのです。
転
さて、1章32節から34節にはこのように書かれています。
マコ 1:32　夕方になって日が沈むと、人々は、病人や悪霊に取りつかれた者を皆、イエスのもとに連れて来た。

マコ 1:33　町中の人が、戸口に集まった。

マコ 1:34　イエスは、いろいろな病気にかかっている大勢の人たちをいやし、また、多くの悪霊を追い出して、悪霊にものを言うことをお許しにならなかった。悪霊はイエスを知っていたからである。
これが3回目の癒しの業になります。なぜ、夕方になって日が沈むと、人々が病人や悪霊に取り付かれた人々を連れて来たのでしょうか。仕事が終わって一段落したからではありません。イエス様のうわさを聞いてそこに来るまでに時間がかかったからでもありません。人目を忍んでいたわけでもありません。それは、安息日が午前6時から午後6時までであり、その間は働いてはいけないからです。病人を運んだり、荷物を運んだりすることは働くことになるため、安息日が終わる、日没まで待っていたのです。このような地方の人々でも、安息日に働いてはいけないという律法をしっかりと守っていたのです。ですから、イエス様が安息日に癒しの業を行っているのが律法に触れることも知っているのです。ですが、ここではまだ誰もそのことを言う人はいません。イエス様はそこで、大勢の人たちを癒し、多くの悪霊を追い出したと書かれています。そして悪霊にものを言う事をお許しにならなかったと書かれています。悪霊たちはみなイエス様の正体を知っていたからです。ですが、イエス様の時がまだ来ていなかったからです。
安息日は朝の6時から、夕方の6時までですが、ユダヤでの一日は朝の6時から、次の日の朝の6時までです。すなわち、安息日は日の明るい半日だけということになります。ですが一日を安息日ということもあるので、注意しておきたいことです。
1章35節から39節には、その後のガリラヤでの宣教について書かれています。
マコ 1:35　朝早くまだ暗いうちに、イエスは起きて、人里離れた所へ出て行き、そこで祈っておられた。

マコ 1:36　シモンとその仲間はイエスの後を追い、

マコ 1:37　見つけると、「みんなが捜しています」と言った。

マコ 1:38　イエスは言われた。「近くのほかの町や村へ行こう。そこでも、わたしは宣教する。そのためにわたしは出て来たのである。」

マコ 1:39　そして、ガリラヤ中の会堂に行き、宣教し、悪霊を追い出された。

　イエス様は前の日、何人の人々を癒したのでしょうか。数え切れないほど多くの人々がいたのだと思います。普通ならば疲れ果てて、しばらく、働くことができなくなっているのかもしれません。ですがイエス様の力の源は、一人になって、神様と向き合うことの中で力が与えられました。イエス様は疲れているはずにもかかわらず、次の日の朝のまだ暗いうちに起き出して、人里離れた所に行って祈っていたのです。このような祈りを私たちはしたことがあるでしょうか。疲れ果てた体を引きずって、全く人の気配を離れて、ただ一人、神のみ前に立ち、その御心を聞いていたのです。それがイエス様の力の源となっていたのです。
すると弟子たちが探しにきました。そしてみんなが探していますといいました。みんなは早く自分たちのところへ戻ってきてほしいと思ったのです。イエス様を自分たちのものにしたかったのです。ですがイエス様は言いました。「近くのほかの町や村へ行こう。そこでも、わたしは宣教する。そのためにわたしは出て来たのである。」

　人々は癒しの奇跡に目を奪われて、イエス様の宣教にはまだ心を開いていなかったのです。これが奇跡の欠点でもあるわけです。イエス様の本分は神の国を述べ伝えることでしたが、人々は奇跡の癒しに心を奪われてしまって、イエス様が神の国を述べ伝える暇すらもなくしてしまったのです。そこでイエス様は、ここだけでなく、近くのほかの町や村へも行こうといったのです。そこでも私は宣教する、そのために私は出てきたのであるといったのです。そのなすべき事を、イエス様は朝早い人里離れた場所での祈りの中で、与えられたのです。
そしてイエス様たちは、ガリラヤ中の会堂に行って宣教し、悪霊を追い出されました。それは何十日も何ヶ月もかけて行われた宣教かもしれません。その間にもいろいろな出来事があったのだと思います。その出来事の中のひとつに重い皮膚病をわずらっている人を癒す話が出てきます。この重い皮膚病というのは、聖書の中では差別語として退けられたライ病のことです。ヘブル語では皮膚病とライ病の区別はなかったようです。このライ病にかかった人々はどこの国にあっても悲惨なものでした。潜伏期間が長く、なぜその病気になるのかがわからず、発症しても何十年もその病に苦しまなければならないこともありました。その姿は見るものに恐怖を抱かせ、単なる病気の苦しみ以上に、社会から抹殺されてしまう二重の苦しみを担っていかなければなりませんでした。それだけではなく、信仰においてさえも、それが罪の結果であるような見方をされてしまうわけです。
1章40節から42節にはこう書いてあります。
マコ 1:40　さて、重い皮膚病を患っている人が、イエスのところに来てひざまずいて願い、「御心ならば、わたしを清くすることがおできになります」と言った。

マコ 1:41　イエスが深く憐れんで、手を差し伸べてその人に触れ、「よろしい。清くなれ」と言われると、

マコ 1:42　たちまち重い皮膚病は去り、その人は清くなった。

その時、その重い皮膚病を患っている人が、イエスのところにやってきたのです。そのような人が、人々の大勢群がっている、イエス様のところに来ること自体が大変なことです。そのような人は清くないもの、穢れたものとして、忌み嫌われていたからです。その人がどのようにしてか、イエス様のところまで来ることができました。そしてひざまづいて言ったのです。「御心ならば、わたしを清くすることがおできになります」どれほどの苦しみを背負って、その声を発したのかはわかりません。ですがイエス様は、その姿とその願いに、この人の多くの苦しみを知ったのです。そしてイエス様は深く憐れんだのです。イエス様は、苦しむものに無関心でいられる方ではありません。深い憐れみをもってともに生きてくださる方なのです。イエス様は、手を差し伸べてその人に触れました。これはとても考えられないことなのです。穢れたものに触れれば、自分も穢れてしまうといって、忌み嫌われている人に、イエス様は何の隔てもなく憐れみの手を差し伸べ、触れてくれたのです。そして、「よろしい。清くなれ」と言われると、たちまち重い皮膚病は去り、その人は清くなった。と書かれています。私は、この場面を読むといつも、ベン・ハーの映画で見た、ベン・ハーのライ病に冒された母親と妹が、イエスの十字架の血潮によって清められるシーンを思い出します。その喜びはどんなだったでしょうか。
イエス様は言葉だけの人ではありませんでした。触れば自分も穢れてしまうといわれたライ病人や、交われば自分も穢れるといわれた罪びとたちや収税人たち、恐れられ隔離されていた悪霊に取り付かれた人たちと深い憐れみの心を持って、わけ隔てなく触れ合い交わったのです。それがイエス様の言う隣人となるということです。それが隣人を愛するということです。イエス様の隣人とは、この人とは絶対隣人になりたくない、関わりあいたくないといわれる人たちとでさえも、隣人になることなのです。それがよきサマリア人の中で言われている隣人なのです。私たちはこのような隣人になれるでしょうか。らい病の人にさえも憐れみを持って、手を差し伸べて触れてくれるイエス様の隣人への思いは、決して言葉だけのきれいごとではないのです。
その癒された人はその後どうしたでしょうか。43節から45節です。
マコ 1:43　イエスはすぐにその人を立ち去らせようとし、厳しく注意して、

マコ 1:44　言われた。「だれにも、何も話さないように気をつけなさい。ただ、行って祭司に体を見せ、モーセが定めたものを清めのために献げて、人々に証明しなさい。」

マコ 1:45　しかし、彼はそこを立ち去ると、大いにこの出来事を人々に告げ、言い広め始めた。それで、イエスはもはや公然と町に入ることができず、町の外の人のいない所におられた。それでも、人々は四方からイエスのところに集まって来た。
イエス様は、誰にも話さないように言いました。ただ、祭司にだけ体を見せ、モーセが定めたものを清めのためにささげて、人々に証明しなさいといいました。ですがその癒された人は、この出来事を大いに言い広め始めたのです。本当に癒された人、救われた人は決してじっとしていることができないのです。奉仕するか賛美するか、または両方なのです。癒しと救いこそは、人間を新しくする大いなる体験なのです。決して学びや、規律だけでは得られないものを与えてくれる体験なのです。奉仕しなさい、伝道しなさい、賛美しなさいといわれるようでは、本当の癒しと救い、をまだ体験していないのかもしれません。
結
イエス様はこのようにして、神の国を述べ伝え同時に癒しの奇跡を行っていきました。それは、一番弱いものとともに歩むものとなることでした。その隣人になるということでした。ですが、そのような奇跡を行えば行うほど、人々はその奇跡に心を奪われ、四方から人々はイエス様のところに集まるようになって来ました。それがイエス様の悲劇への前奏となってくるのです。
イエス様は、本当に憐れみ深い方でした。いつも困っている人、苦しんでいる人のそばにいたのです。遠くから離れて、教えを語っている方ではないのです。シモンのしゅうとめには、その手をとって起こしてやり癒しました。らい病にかかった人には、手を差し伸べてその人に触れてくれて、癒してくれたのです。イエス様はいつも手の届く近くにおられるのです。手の届かない遠くにおられる方ではないのです。私たちのすぐそばにおられる方なのです。その方に、私たちが正直な思いで、憐れみを願うと癒していただけるのです。そのようにイエス様の憐れみを願ったことがあったでしょうか。いや、これからその時は来るのかもしれません。だからこそ、私たちは簡単に信仰から離れることはできません。信仰こそが私たちの最後の砦となるからです。

　（1分間黙祷）
（祈り）
天の父なる神様。私たちに、癒しと救いの業を与えてくださいます、イエス様が、ともにおられることを感謝いたします。私たちの信仰は、まだ弱いもので、時には熱心に、時には冷淡になってしまうものです。ですが私たちの人生には、自分の力ではどうにもならないときが来ることを知っています。その時、私たちが、あなたへの信仰にしっかりと立ち、イエス様の憐れみを願って、生きていくことができますように導いてください。本当に癒され、本当に救われて、あなたを賛美し、礼拝し、奉仕するものとなることができますように導いてください。私たちもイエス様とともに、すべての人の隣人となることができますように。自分たちの選好みで、隣人を選ぶのではなく、最も触れたくないと思ってしまう人々の隣人にもなることができますように、導いてください。
この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
◆多くの病人をいやす

マコ 1:29　すぐに、一行は会堂を出て、シモンとアンデレの家に行った。ヤコブとヨハネも一緒であった。

マコ 1:30　シモンのしゅうとめが熱を出して寝ていたので、人々は早速、彼女のことをイエスに話した。

マコ 1:31　イエスがそばに行き、手を取って起こされると、熱は去り、彼女は一同をもてなした。

マコ 1:32　夕方になって日が沈むと、人々は、病人や悪霊に取りつかれた者を皆、イエスのもとに連れて来た。

マコ 1:33　町中の人が、戸口に集まった。

マコ 1:34　イエスは、いろいろな病気にかかっている大勢の人たちをいやし、また、多くの悪霊を追い出して、悪霊にものを言うことをお許しにならなかった。悪霊はイエスを知っていたからである。

◆巡回して宣教する

マコ 1:35　朝早くまだ暗いうちに、イエスは起きて、人里離れた所へ出て行き、そこで祈っておられた。

マコ 1:36　シモンとその仲間はイエスの後を追い、

マコ 1:37　見つけると、「みんなが捜しています」と言った。

マコ 1:38　イエスは言われた。「近くのほかの町や村へ行こう。そこでも、わたしは宣教する。そのためにわたしは出て来たのである。」

マコ 1:39　そして、ガリラヤ中の会堂に行き、宣教し、悪霊を追い出された。

◆重い皮膚病を患っている人をいやす

マコ 1:40　さて、重い皮膚病を患っている人が、イエスのところに来てひざまずいて願い、「御心ならば、わたしを清くすることがおできになります」と言った。

マコ 1:41　イエスが深く憐れんで、手を差し伸べてその人に触れ、「よろしい。清くなれ」と言われると、

マコ 1:42　たちまち重い皮膚病は去り、その人は清くなった。

マコ 1:43　イエスはすぐにその人を立ち去らせようとし、厳しく注意して、

マコ 1:44　言われた。「だれにも、何も話さないように気をつけなさい。ただ、行って祭司に体を見せ、モーセが定めたものを清めのために献げて、人々に証明しなさい。」

マコ 1:45　しかし、彼はそこを立ち去ると、大いにこの出来事を人々に告げ、言い広め始めた。それで、イエスはもはや公然と町に入ることができず、町の外の人のいない所におられた。それでも、人々は四方からイエスのところに集まって来た。
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